
アーノン法(クロロフィル含量) 
 
1．抽出 
(1) 生葉 0.1gに 80%エタノール 4mLを加えて磨砕し、ろ過する。 
(2) ろ液を軽く遠心分離し、上清を取る。 
 
2．試料のクロロフィル含量の測定 
(1) 上清を分光光度計で 663.2nm、646.8nm、470nm各波長の吸光度を測る。 
※測定値が 1を超えるようであれば薄めて再度測定する。 
(2)以下の式でクロロフィル含量を算出する。 
クロロフィル a (μg/ml) = 12.25×A(663.2)-2.79×A(646.8) 
クロロフィル b (μg/ml) = 21.5×A(646.8)-5.1×A(663.2) 
総カロテノイド(μg/ml) = (1000×A(470.0)-1.82×クロロフィル a-85.02×クロロフィル b) 
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